






















































































































































































































































































































口　 曽一一卿 @：R＝23．6 Ω
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Fig．5　Variation　D，　E　with　the　Temperature
Fig．6　Relationship　between　the　Output　of
　　　Sensor　and　the　Flow　Velocity、
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　図7は流速πと加熱度々の関係を示している．各曲線
は熱線を流れる電流∫をパラメータとしたものである．
いずれにおいても流速が増加するにつれて加熱度が減
少する傾向を示す．さらに流速が小さいところでは，
πの変化に対して々，ノの変化が大きいのであるが，流速
が大きい所では逆に小さくなっている．したがって，
加熱度Rと電流1から流速を求める場合には，ノ～と1の
誤差が流速の算定に大きく影響してくることがわかる．
　図8（a），（b）はそれぞれ熱線パラメータD，Eの誤差が
流速％の誤差へ及ぼす影響を示したものである．それ
ぞれ，式（16）をもとにD，Eの微少誤差εD，．εEが流速πの
誤差ε．におよぼす影響を，線形近似により示したもの
である．
6
　　　　　　　2D
ε・＝ @γ・／｛々（々一1）1ぞ／｝一Dεo
εμ＝一2εE
（18）
（19）
図8（a）の場合，係数々によって，εoによる速度の誤差ε。
への影響に大きな違いが見られる．々；1．28あるいは
2．92のように小さいかあるいは極端に大きい場合は，
εDが多少大きくなってもε．にはあまり影響しないが，
々＝1．49から2．07ではεDが数パーセントであってもε。
は数十パーセントにも及んでいる．図8（b）においては，
ε、はε。と同程度であり，また々とも無関係であること
がわかる．
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　　4．3　速度分布の算定
　　　図9は，流速分布を持つ流れにおける，ライン型熱
　　線センサでの測定結果を示している．図中の太い実線
　　は実際の流速分布を示している．また，記号は，加熱
　　度の違いによる流速分布の違いを示している．図9（a）
　　は，熱線の分割数ηを1とする一様速度として求めた
　　結果である．1～が小さく加熱度が低い○と△で実際の
　　流速に比較的近い値を示すが，加熱度が大きくなると
　　　（□，▽，◇），しだいに違いが大きくなっている．こ
　　れは，熱線パラメータ1），Eが二王とした条件が満たさ
　　れないこと，また抵抗の設定や電流の測定精度に問題
　　があるためである．これは，以下の図9（b），（c）へも大
　　　きく影響している．図9（b）はライ’ン型熱線の分割数η
　　を2とした場合の結果である．ライン型熱線による結
　　果は加熱度により大きく異なっている．加熱度が小さ
13　い○印では，実際の流速分布に近い結果が得られてい
　　るが，加熱度が大きくなるに連れて速度勾配が大きく
　　なり，実際の流速分布とは大きく異なっている．これ
　　　は，図7に見られたように加熱度が大きいところでは，
Fig．7　u－k　Relationship　with　Varied　I
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100 林秀千人・児玉好雄
速度分布の勾配が大きく測定電流やD，Eの誤差が流
速に著しく影響するためである．図9（c）は分割数ηを
3とした場合の結果である．この場合には，本実験で
最も小さい加熱度であるにも関わらず，実際の流速分
布とは大きく異なっている．
5．結　　論
　流速分布を瞬時に計測できる流速計の開発を目的と
した，本研究で以下の結論を得た．
1．従来の熱線流速計の考え方をもとに，熱線の非線
　形性を有効に利用し定温度型，定電流型の両者を組
　み合わせることで，流速分布を瞬時に計測できる流
　速計の基本原理を示した．さらに，その原理に基づ
　く新たなライン型熱線流速計を提案した．
2．ライン型熱線流速計の作動条件に重要な影響を与
　える熱線パラメータD，Eが温度によって大きく変
　化するので，加熱度を広い範囲に設定する場合その
　考慮が必要であることを指摘した．
3．熱線パラメータが流速に及ぼす影響を示し，加熱
　度が小さいかあるいは大きい場合に流速の誤差があ
　まり大きくならないことを示した．
4．本研究で試作した流速計による流速分布の測定結
　果を示した．加熱度が大きい場合に測定精度が悪く，
　問題点を明らかにした．
　終わりに，実験を行いまたデータの処理にあたって
協力された院生の徳弘晶司君，当時学部生の緒方淳二，
中島　亮君に謝意を表すとともに，本研究の一部は文
部省科学研究費奨励研究（A）の援助によったことを記す．
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